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奉仕を通じて
平和を

和で輪を広げ、前に進もう
■司会：
　戸澤例会運営委員

■点鐘：中丸会長

■会長報告 中丸会長

　皆さんこんにちは。
　毎回同じことを申し上げますがまだまだ暑い日が
続きますので、会員の皆様には健康には十分ご留意
頂きたいと思います。
　本日は柳田様、卓話を楽しみにしておりましたの
で宜しくお願い致します。米山奨学生の朴動浩さん、
ロータリー財団留学生の広沢智紀さん、ようこそお
出で下さいました。のちほど一言ずつお願いしたい
と思います。
　25日の家族親睦移動例会にはご家族を含め30名の
参加を頂き、楽しいひとときをトラットリアマルタ
で過ごさせて頂きました。石山クラブ管理委員長を
はじめ会員・家族の皆様有難うございました。中條
会員にもバスの手配等お世話になりました。
　さて、24日に開催されました分区連絡会の報告を
させて頂きます。
　先ず10月25日に実施される｢ガバナー公式訪問前ク
ラブ協議会｣についてですが、ガバナー補佐と分区幹
事が訪問され、概ね1時間以内で実施。発表者は5大
奉仕委員長で、各委員長10分以内で発表して欲しい
との説明がありました。
　次に10月18日に開催されるＩＭについて、フォー
ラムのテーマが｢温故知新｣サブテーマ"これが我がク
ラブの自慢です"となりました。発表内容は過去・現
在に行われた奉仕活動等についての発表。活動の自
慢話をして下さい。発表者は特に定めないとの事です。
発表時間は1クラブ10分以内です。
　以上2点は9月の理事会にてご審議して頂こうと思
っています。本日は以上です。

■お客様紹介：
　神﨑パスト会長

◆ゲスト：
　米山奨学生
　朴動浩 様

　ロータリー財団奨学生
　広沢智紀 様

■合唱：ロータリーソング
　　　　｢四つのテスト｣

◆ソングリーダー：
　荻野会員
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■幹事報告 野村直前幹事 ■奨学金贈呈

■国際ロータリー日本事務局：
　2012年9月のロータリーレートは、1ドル＝80円
　先月と同額
■米山奨学委員会：
・在京米山奨学委員会全大会開催の案内
　2012年9月20日(木)　15:00～
　於　ガバナー事務所
・米山カウンセラーセミナーと三者懇親会の案内
　2012年10月4日(木)　15:00
　於　ハイアットリージェンシー東京
■Ｒ財団委員会：
・11月ロータリー財団月間卓話について
　卓話の申し込み締切　8月31日(金)
　 ・財団学友の卓話
　 ・地区ロータリー財団委員の卓話
・2013～14年度Ｒ財団奨学生募集の件
　地区ＨＰにて募集(www.rid2580.org/abroad/drfc/)
　応募があった場合はガバナー事務所へ連絡する事
■東京青梅ＲＣ：
　国際ロータリー第2580地区懇親ゴルフ決勝大会に
　ついて
　2012年11月20日(火)
　於　武蔵カントリー倶楽部　豊岡コース
　各クラブ8名　　登録締切：10月15日(月)
■例会場変更：
　東京清瀬ＲＣ
　・新例会場：清瀬市元町1－6－6清瀬けやきホール
　・例 会 日：毎週火曜日
　2012年9月4日より開始
■ガバナー事務所：
・新地区補助金奨学生　広沢智紀さんの支援期間に
　ついて
　本人の申し出により2年の期間を1年に変更
　↑Ｒ財団委員会承認
・Ｒ財団奨学金振込の報告について
　広沢智紀さんに対して奨学金(15,000ドル相当)振
　込済み
　奇数月ごとに動向報告書をカウンセラーに提出
■バギオ基金：
　第4回定時評議会開催の案内
　2012年9月28日(金)　17:00～
　於　弘済会館

こんにちは。暑い日が続いていますが、皆さんお元
気にお過ごしでいらっしゃるように見えて、何より
うれしく思います。少しだけ自分の報告をしますと、
7月と8月の間ヒルドワークを終わらせて、9月からは、
その分析と組み立てをしていこうと思っています。
ラストピンチなので頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

皆さん、こんにちは。ただ今ご紹介いただきました
広沢智紀と申します。先週の25日の土曜日に家族親
睦会に参加させていただきまして、そちらの方でも
若干の挨拶をさせてもらったのですが、改めまして、
自己紹介したいと思います。私は2012-2013年度にお
ける第2580地区の新地区補助金奨学生として、今年
度1年間ロータリー財団の方から支援をいただくこと
になりました。イギリスのケンブリッジ大学の方で

■米山奨学生
　朴　動浩 様

■近況報告

■米山奨学生
　朴　動浩 様

■バナー及びピンバッチ贈呈

■ロータリー財団奨学生
　広沢智紀 様

■自己紹介

■ロータリー財団奨学生
　広沢智紀 様
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本日のニコニコ合計：   25,000円
　　累　　　計　　：  357,000円

■会員誕生祝月：
　神﨑会員 私は、昭和54年にロータリークラブに入会し、退職す

るまで毎週職場のある日本橋から出席しておりました。
今思えば、若かったから行動できたと思います。そし
て現在83歳になりましたが、お陰様で足腰はまだしっ
かりしています。電車の乗り降り、方向感覚も大丈夫
です。
退職後から日本橋で開かれている経済倶楽部の会合に
今も続けて出かけています。そこではパーティーや著
名人の講演が催されます。例えば、ジャーナリストで
元ＮＨＫモスクワ支局長 小林和男氏、朝日新聞編集
委員 星浩氏、前岩手県知事 増田寛也氏などが、北方
領土の事、政治の事、東日本大震災からの復興の事な
どについて話されています。この会は毎回、大勢の方
が出席されています。講演が終わって、いくつかの質
疑応答があります。その中に私より10歳も年上の、現
役時代業績を上げられた矍鑠たる大先輩達の姿があり
ます。思わず敬意を表し頭が下がります。
会が終わって昔の仲間達とコーヒーを飲みながら元気
で会える機会は嬉しいものです。よく年には勝てない
と言いますが、私は年には負けずと感謝の気持ちを忘
れず、これからも頑張っていきたいと思って居ります。
皆さん、これからも宜しくお願い申し上げます。

■五十嵐会員

■３分間スピーチ

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

31 22 0 7 75.86

■出席報告 中條会員

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：4名
■前々回出席率メークアップ修正後：86.21％
■前々会メークアップ者：
　飯田会員：京都西ＲＣ
　野崎会員：地区米山委員会
　當麻会員：東京東大和ＲＣ
　戸澤会員：地区オン・ツー・リスボン委員会

山宮クラブ管理委員■ニコニコＢＯＸ

◆中丸会長、野村直前幹事：
　　　　　　柳田様、本日は暑い中大変有難うござ
　　　　　　います。広沢君、来月渡英ですね。頑
　　　　　　張って下さい。先日の家族親睦移動例
　　　　　　会では、多くの会員、家族の参加あり
　　　　　　がとうございました。楽しい一時が過

　　　　　　ごせました。石山委員長ご苦労様でした｡
◆赤木幹事：今日と明日、青森市で全国監査委員の
　　　　　　研修に参加しています。野村直前幹事、
　　　　　　本日の代理よろしくお願いします。
◆石山会員：先日の家族親睦移動例会では多くのご
　　　　　　参加をいただき、また皆様のご協力の
　　　　　　お陰で楽しくスムーズに執り行われま
　　　　　　した。ありがとうございました。
◆荻野会員：青葉町の夏祭りも終りまして、休みを
　　　　　　頂きありがとうございました。
◆神﨑会員：普段欠席ばかりで申し訳ありません。
　　　　　　木曜日を休みにする努力をしておりま
　　　　　　す。もう少しお待ち下さい。
◆中條会員：バスのご利用ありがとうございました｡
　　　　　　もう少し努力して主席を増やします。
◆菱沼事務局：
　　　　　　先日、親睦例会では私までお祝いして
　　　　　　頂きありがとうございました。あっと
　　　　　　いう間に2.5回目の成人式となってしま
　　　　　　いましたが、今までで一番多くの方々
　　　　　　に祝って頂き本当に嬉しかったです。

ナチュラルサイエンス(自然科学)の勉強を3年間して
参りたいと思います。もちろん、学業の方も頑張っ
ていきたいと思うのですが、それとは別に、ロータ
リー財団から支援をいただきますので、イギリスの
方のロータリークラブとなんらかの形で交流を持つ
機会があると思います。その中で、自分自身、スポ
ンサークラブである東村山ロータリークラブと少し
でも交流を深めていけるような役を果たせればいい
なと思っております。よろしくお願い致します。
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皆さん、こんにちは。本日の卓話をお願いしました柳
田先生のプロフィールを紹介したいと思います。
柳田先生とは倫理法人会で知り合いになりまして、現在、
文京区中央の方で活躍されております。東村山倫理法
人会にもお越しいただいたことがあります。日本航空
のスチュワーデスを長くされており、2万時間のフライ
ト時間で、距離にすると地球を500回程回ったくらいだ
そうです。イギリス、ニューヨークに滞在され、イタ
リアにも1年間留学されており、語学も堪能で、1999年
には『サービスの達人賞』ということで日航の社長表
彰も受けられております。2006年にはサービスマナー
の指導教官にも就かれております。資格もたくさん取
得されており、変わったところでは、着物着付けの教
授の資格、世界遺産の検定士の資格などお持ちでいら
っしゃいます。厳しい社会を生き抜く企業人として、
お客様の痒いところに手が届くようなサービスができ
る企業でないとなかなか厳しい時代になっているとい
うことで、今回のロータリーの卓話をお願いしました。
以上でプロフィール紹介を終わります。

■卓話者紹介：
　相羽プログラム委員長

　皆さん、こんにちは。ただ今紹介にあずかりました
柳田真知子と申します。今回はいろいろご手配ありが
とうございました。先程も駅までお迎え頂き恐縮でご
ざいます。主人は、随分前になりますが、横浜鶴見西
ロータリークラブで幹事などをやっておりました。非
常に懐かしい思いで今この場に立たせていただいてお
ります。皆様の素晴らしい活動、大変歴史のある会で、
皆様のご努力、奉仕の精神というのは素晴らしいなと
感じておりました。簡単に自己紹介させていただきます。
私は国際線客室乗務員(フライトアテンダント)280期と
して日本航空に入社しました。今、入社当時の制服の
帽子を持ってきているのですが森英恵さんのデザイン
です。私は32年間日本航空におり、辞めてから4年たつ
のでこれは35年以上前の物です。制服に関しては30～
40年前はミニスカートが流行った時代で、その制服は2
年程経って変わりました。その当時は自己処分という
ことでこの制服が手元にあるということです。今はこ
れが非常に貴重なもので、ネットで売ると大変なお値
段になります。鶴丸もかえってきましたので、日本航
空は皆様に大変ご迷惑をおかけしたのですが、この意
味は初心に帰って会社を立て直す、ということになり
ます。

　ご紹介いただいたように、私の訪れた国は50か国、
訪れた都市は200都市、そして2万時間の乗務時間、そ
れが地球500周ということになります。在職中はイタリ
アのペルージャ、中田選手がペルージャのチームに入
られましたが、そちらに1年間行っておりました。その
他、サービスマナーや安全教育の担当などにつきまして、
ＪＡＬ卒業後はアイスランドで世界初の女性大統領を
表敬訪問したり、国際親善をしました。現在は銀座『飛
雁閣』という中華レストランのアドバイザーと、留学
生や中国のビジネスをやっている方が読んでいる『日
中新聞人民日報』という新聞の方でも、アドバイザー
をやっております。本業は人材教育の接遇道というマ
ナー関連のセミナーなどをやっております。
　ＪＡＬは2010年にまさかの上場廃止になりました。
ですが、Ｖ字回復ということで今年度4月には連結営業
利益が2046億、再上場が9月19日と報道されておりまし
た。ご存知のように稲盛さんが先頭に立って無給でこ
れを立て直したわけですが、Ｖ字回復の要因は大まか
にいうと４つあります。①大胆なリストラ②赤字路線
の削減③燃油費(円高が味方)④路線の収支の迅速化(前
は数か月かかったものが２日くらいで出せるようにな
った)で黒字になりました。
また、ＪＡＬの新社長の植木社長(お父様は俳優の片岡
千恵蔵さん)はパイロット出身の初めての役員になった
ということで話題になりました。たくさん役員がいた
と思うんですね、この間ＯＢ会があって私も植木社長
とお話しする機会がありましですが、テレビで稲盛さ
んが｢なぜ植木社長を選んだのですか｣の問いに｢彼が、
中で一番誠実だった｣と言っておられました。誠実とい
うのが社長にとっては一番大事な2文字だということを
随分強調しておられたのが心に残っています。
また、再生後ＪＡＬフィロソフィーというものを作り
ました。何項目かありますが、その中で、土俵の真ん
中で相撲をとる、というのがあります。この意味は、
相撲をとってもそれが土俵の真ん中でも、土俵際だよ
と思ってとれということなのです。ですから、大変に
なる前に準備をしておくということと、私の解釈とし
ては、土俵際で本気を出すのではなく、真ん中でも本
気を出してやれということを社員に植え付けていたの
ではないかと思います。本気になるということは、自
己投資でもありますし、これが世界のため、会社のため、
世のため、人のためになると解釈しております。もう
一つ、稲盛さんにいろいろな項目の中で1つ好きな言葉
を選んでください、という質問に『美しい心を持つ』
を選んでおられました。これもＪＡＬフィロソフィー
に入っている言葉でお好きだそうです。
私のスチュワーデス時代の話をしたいと思います。訓
練は4.3か月で、今は2か月弱くらいで乗っているよう
ですが、お茶あり、着付けの時間あり、花嫁修業のよ
うなものもありました。最後訓練を終えまして、男性
教官からのはなむけの言葉として、愛嬌、色気、知性、
この3点のどれか1つを持って勝負しろ、という言葉を
いただきました。この3つが備わったらどんなにいいス
チュワーデスになるかな、ということでアンカレッジ
経由ロンドンに向かいました。
　スチュワーデスの特徴として、大変よく食べる、勉
強好きが多いのですが、私が入社した時は半官半民で
ゆったりしていて待遇はよかったものの、労働的には
非常に苛酷でした。時差もありますし、いろんな国の
風習もありますし、飛行機の中はクレームもたくさん
あります。病人が出たり、果てはハイジャックという
ことも考えられるので緊張を強いられておりました。
また、客室乗務員はサービスだけでなく、保安要員で
もあるわけで、私たちのミッションは到着地までいか

■元日本航空フライト
　アテンダント
　(株)シャンテック
　代表取締役
　柳田真知子 様

■卓話(イニシエーション・スピーチ)
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■点鐘：中丸会長

にお客様を快適に安全にお届けするかということでした。
　命がけで日々のフライトをこなしていたのではない
かなと、今振り返るとそう思います。10～15年くらい
たった時のある日、｢いつもの私と違うな｣ということ
を発見しました。飛行機に一歩足を踏み入れたとたん、
自家発電で自分の体の中から笑顔がブワーと出るよう
になったんです。その時は客室の総責任者になっては
いましたが、あともう一つは、防衛本能なんでしょうか、
難しいお客様に近づいていったんです。新人の客室乗
務員は難しいお客様のところにものを忘れたり、また
同じお客様のところにシャンパンをかけたりと、大変
なことになるのですが、この金属の塊が空中を飛び、
途中下車できない中、なんとかミッションを遂行しな
るべく問題を起こさないように目を配る訳です。そし
てお客様が500人程お乗りになっている中で｢この人は
多分危ないだろうな｣というお客様は数十年の勘で分か
り100％近く的中します。そして機内の中でお客様にス
チュワーデスが怒られて責任者を出せと言われると私
の出番なのですが、地上にいてすでに難しいお客様に
近づいておりますので｢あっ、君か｣と言ってくれるん
です。クレームが大きくならず、初期段階で消火できる、
というように仕事がうまくいき始めました。
　今は接遇道というマナーのことをやっているのですが、
その中では武士道や人間学を取り入れたりしています。
マナーというと堅苦しく思われるかもしれませんが心
の行儀ですね、こういう実話がありました。
　ある国の国賓クラスの晩餐会で文化の違うゲストを
お呼びしたのですが、テーブルセッティングにはフィ
ンガーボールが用意されました。あるゲストがテーブ
ルに着くやいなやフィンガーボールの水を飲んでしまい、
お迎えした方はすぐに同じ動作をした、と。これがマ
ナーの神髄、おもてなしの心だと思います。お食事と
いうのはマナーばかりではなく楽しくするものだとい
うこと、もう一つは決して相手に恥をかかせないとい
うのが根底にあるのでマナーは決して堅苦しいもので
はなく、思いやりということなのです。
　これも私の実体験ですが、飛行機の中でファースト
クラスで倒れられた方がいらっしゃいました。私たち
スチュワーデスが必死で介抱したところ、大事に至ら
ず途中元気になられたんですね、そして、飛行機を降
りられるときにそのお客様が私たちにやったこと、た
だ一つのお辞儀でした。何も言葉はなかったのですが、
体を曲げて心のこもった｢本当にありがとう｣というお
辞儀だったので、ゾクゾクして涙が出そうになりました。
心が入っているボディランゲージとはこんなに伝わる
んだ、心が入っているからこそ、私たち乗務員が感動
するようなお辞儀だったのだと思います。
　また、気持ちでけでなく、私たちがやっている接遇
道というマナーですが、形の上に心を乗せるというこ
とで、やはり、形というものは必要です。日本航空も
ＪＡＬウェイズというＬＣＣ(格安航空)を持っており
まして私もそこへ出向しました。乗務員の７～8割がタ
イ人、2割の日本人スチュワーデスがインストラクター、
通訳ということで補助として乗っております。お客様
はＪＡＬのお客様なので安かろう悪かろうでは納得し
ていただけなせんので、まずはタイ人スチュワーデス
に日本人のおもてなしのサービスを、最初は手を組む
ところから教えました。利き手が下、その上に反対の
手を添える、軽く丸めるような形にしてくださいと教
えていたところ、一人が手を挙げて｢それはハートの形
をしていますね｣と言ってくれました。形の上に心(ハ
ート)を乗せていくというのが重要になります。マナー
のいいところに女性を美しく見せるということと、男
性を仕事のできる男で格好よく見せるということもあ

あります。｢なぜマナーをやっていくのか｣の神髄はみ
んなが気分よくいきたい、ということなのです。気持
ちいい社会にしていくためにマナーをやっていくとい
うことですが、｢どうしたら得られるのか｣というと気
持ちを込めて何度も練習していると必ずものになります。
コツは第三者から定期的に継続的に教わることと、心
と体をあわせてやっていくことが大切になっていくと
思います。
　皆様の会社に例えると会社をたてる軸というのは経
営理念をおたてになっていますしそこから外れないと
いうことですが、それだけではダメでもう一つの柱が『サ
ービスの柱』というものです。『経営の柱』と『サー
ビスの柱』の2本立てでいかれると安定的、発展的にな
りますので、このバランスでやっていかれるといいと
思います。サービスということは、実際に人材教育と
いうことになるのですが、会社を本当に良くするため
には先行投資が非常に必要ですのでぜひ、そちらにも
予算はとっていただきたいと思います。
　また、新聞に載った話ですが、国際線のお客様でご
遺骨を手に搭乗されました。飛行機が離陸してオレン
ジジュースをサービスしたのですが、お客様はご遺骨
を隣の席にテーブルを出して置かれました。スチュワ
ーデスはご遺骨の前にもジュースを｢ご一緒にどうぞ｣
と言って置いたと。お客様は非常に感動され、新聞に
投稿してくださいました。これもサービスのおもてな
しの心で、こういうことはＪＡＬのマニュアルにも書
いてありません。やはり相手の気持ちを慮るというこ
とがサービスの根底、おもてなしの心となります。
　私も国際親善などをして、世界初の女性大統領とは
着物でお目にかかったのですが、最初私というよりは
着物に目が行って寄ってきてくださいました。日本の
文化というのは刀にしても日本人の精神性ですね、日
本人の方は意外と気付かないと思いますが素晴らしい
メンタリティといいますかスピリチュアルのある国民
なのです。それを自身もそうですが、外国の方にもま
だまだよさは伝わっておりませんので私の夢としては
アジアを皮切りにこれからどんどん華僑というより和
僑になって外へ出て伝えていけたらな、と思っており
ます。
　最後に実践していただきたいことがあります。朝の
明るい挨拶はサービス5原則の一番先に入ってきますが、
私は3か月程実践しています。｢おはよう〇〇さん、か
わいいね｣かわいいねを付けることで可愛くない妻もだ
んだん可愛くなるようで言霊といいます。奥様だけで
なく、兄弟、わんちゃんでも構いません。かなり早く
結果が出ますのでぜひ実践してみてください。皆様、
ご清聴ありがとうございました。




